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(論点メモ) 今後の公園緑地政策の方向について 

１ 重点をおくべき政策課題 

今後公園緑地政策が重点をおくべき政策課題は何か。 
例えば、以下のような点についてどうか。 
○ 地球環境問題への対応 
地球温暖化、ヒートアイランド、生物多様性、里地・里山の保全 他 

○ 都市再生への対応 
  土地流動化への対応、都市防災、既成市街地の再構築 他 
○ 地域の文化・歴史への対応 
  特色ある地域資源の活用、地域の活性化 他 
○ 市民参画の動きへの対応 
  緑地保全、公園整備・管理への市民、NPO法人等の参画 

 

２ 政策の仕組みの見直しの方向 

政策課題の実現のために、現行のシステムを見直す必要があるのではないか。 
○ 緑の政策の総合化 
    民有緑地を含めた緑の総合性の重視 
    関係する他の行政分野と積極的に連携を図るべきではないか。 
○ 公園緑地関係法制度の見直し 
○ 公園緑地事業手法の見直し 
○ 国・地方・民間の役割分担 
  地方分権時代の役割分担のあり方は。 

 

３ 長期的な目標の提示 

政策課題の実現のために、国はどのような目標を示すべきか。 
○ 長期計画の必要性 
  国が長期的な指針として長期計画を定めることは必要か。 
○ 長期的な目標量の必要性 
  公園と緑地保全と一体となった指標を示すことができないか。 
○ 新しいアウトカム指標 
  環境問題への対応、都市防災への対応など個別の政策課題に対応した指標は。 
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